
かぞくで、どうぶ

つえんにいった

よ。やぎのけんか

をみたよ。「けん

か は だ め だ よ

ー。」っておしえ

てあげたよ。 

かぞくで、ホテ

ルの９階にと

まったよ。プー

ルにもはいっ

たよ。ほしのう

きわをしてお

よいだよ。 

福島県立聴覚支援学校 福島校 地域支援センター「みみらんど ふくしま」 

みみふくだより 
 

 

  ９月１８日、１９日に幼稚部のお話会を行いました。夏休み明け、子どもたちは、先生や友達に絵や写

真を見せたり、お土産を配ったりしながら、楽しかった夏休みの思い出を思い思いに伝えていました。

小道具を作ったり、お母さんや先生と発表の練習をしたりして当日を迎えました。 

年少、年中のりす組、ぱんだ組の４人は、５月の「入学おめでとう会」での初々しい自己紹介から、大

きく成長しました。今回は、夏休みに頑張ったことや楽しかったことを、緊張しながらも最後まで自分の

力で伝えきりました。特に、発表後の少し照れながらも達成感に満ちた笑顔が、私たち教師の胸を打ち

ました。不安を乗り越えて「自分の思いを伝える」という貴重な一歩を踏み出した姿は、本当に立派でし

た。 

らいおん組、きりん組の４人は、さすが年長組。発表内容は、家族旅行の詳しい描写や、夏の体験から

学んだことなど、物語性に富んだものとなりました。堂々とした態度で身振りや手話を交えながら語り、

時には観客に質問を投げかけるなど、聞いている人を引き込む素晴らしい力を見せてくれました。頼も

しく発表する姿に、子どもたちの確かな自信と成長を感じ、胸が熱くなりました。 

保護者の皆様の御理解と御協力、そしてお話会の御参観ありがとうございました。 
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年少・年中 りす組、ぱんだ組 

おかあさんと、おねえちゃん

とゆかたをきたよ。おんせん

にもはいったよ。ドキドキし

たけど、かたまでつかれたよ。 

むしむしらん

どにいったよ。

へらくれすお

おかぶとがい

たよ。おすとめ

すはつのがち

がうよ。 



  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月８日（月）、埼玉県立特別支援学校 坂戸ろう学園 乳幼児教育相談担当

の勝野 崇介（かつの そうすけ）先生を講師にお迎えし、「第４回みみふく学習

会」と「第２回みみらんどセミナー」を開催しました。 

「ろう・難聴乳幼児のコミュニケーション」をテーマに、ろう・難聴児の教育に

携わる当事者でもある勝野先生から、ご自身の体験を交えた説得力のあるお

話を伺いました。コミュニケーションモードが違っても視線を合わせ「今」の気

持ちを共有することの大切さや、「共同注意・手話会話・遊ぶ活動」という３つ

の空間の重なりについてなどを学びました。参加された方々からは、「日常で

は気づけない視点や背景を数多く学ばせていただき、深く考えさせられまし

た。」「目を合わせてコミュニケーションをとることの大切さについてやアソビ

のとらえ方について学ぶことができました。」などの感想が寄せられました。 

この講演で得た気づきと学びを胸に、子どもたちとのやりとりをより大切

に育んでいきたいと思います。 

 

 

年長 らいおん組、きりん組 

しこつこにいっ

たよ。みずうみだ

けど、うみみたい

にひろかったよ。

さかなを２ひき

つかまえて、うれ

しかったよ。 

かきごおりを

つくったよ。

いちごあじが

お い し か っ

た！かきごお

りのはは、あ

ぶない。 

かぞくで 

ちゅうごくに

いったよ。さか

なつりやゴー

カートにのっ

たよ。たのしか

ったよ。 

第 4 回みみふく学習会・第 2 回みみらんどセミナー 

連絡先 福島県立聴覚支援学校 福島校 

        地域支援センター 「みみらんど ふくしま」  

            ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０２４（５３１）５０１３ 

             アドレス https://fukushima-sd-fukushima.fcs.ed.jp 

 

ディズニーランド

で、ミッキーのぼう

しをかってもらっ

たよ。ベイマックス

ののりものにのっ

たのが、いちばんた

のしかったよ。 

https://fukushima-sd-fukushima.fcs.ed.jp/

